
◇
昭
和
二
十
入
年
度
國
藷
國
文
學
研
究
発
表
会
発
表
要
旨

油

天
香
に
つ
い
て木

，
．
　
戸
．
清
　
　
牢

　
近
代
β
本
文
学
史
上
で
郷
土
の
先
輩
で
從
來
無
償
さ
れ
て
い
る
以
上

に
重
要
な
人
物
が
小
宮
山
天
香
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
の
が
二
年
前
の

事
で
し
た
。
そ
れ
が
縁
あ
っ
て
令
甥
の
方
を
知
り
費
料
を
得
て
調
べ
て

い
る
中
に
．
　
「
断
編
寄
縁
出
版
契
約
書
」
が
魚
見
さ
れ
た
次
第
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

た
。
こ
れ
ば
明
治
文
学
史
上
、
丈
學
者
の
生
活
確
立
か
ら
重
要
問
題
で

あ
る
著
作
灌
問
題
か
ら
葬
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
事
が
わ
か
り
牽
し

た
。
明
・
治
十
九
年
十
二
月
二
十
二
臼
と
い
う
貝
附
は
余
り
に
も
早
い
の

で
す
。
從
來
は
明
治
三
十
二
年
の
著
作
三
法
施
行
以
後
、
島
崎
藤
村
の

　
「
破
戒
」
出
版
に
際
し
て
の
も
の
や
、
轍
…
石
等
が
そ
の
加
開
拓
者
と
思
わ

れ
て
い
た
常
識
を
鍵
更
さ
せ
る
程
の
も
の
だ
っ
た
，
の
で
す
。

　
私
は
こ
の
他
に
明
治
二
＋
年
代
に
繍
無
名
人
が
文
壇
雛
墨
に
何
が
紹

介
者
が
な
い
と
作
品
が
活
字
に
な
ら
な
い
時
、
天
香
が
樋
口
一
葉
を
そ

’
の
初
期
に
両
倒
み
旋
と
い
う
事
実
竜
今
迄
い
わ
れ
て
な
い
嘉
に
氣
附
き

ま
し
た
。

　
亦
、
翻
訳
丈
学
の
上
で
『
椿
姫
』
の
日
本
へ
の
紹
介
、
ユ
ー
ジ
エ
ー

ヌ
。
シ
ユ
τ
の
『
パ
リ
の
秘
密
』
を
家
集
し
た
『
青
燈
夜
話
』
（
「
め
ざ

ま
し
し
明
9
1
・
6
。
1
9
↓
）
等
、
今
後
残
さ
れ
る
揚
の
問
題
と
か
ら
ん
で
今

一
度
検
討
す
る
余
地
の
あ
る
事
も
考
え
ま
し
た
。

　
時
間
が
う
ま
く
利
用
出
博
す
、
発
表
を
中
絶
し
ま
し
た
が
原
稿
が
幸

い
「
明
治
大
厩
文
學
研
究
」
に
の
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
故
、
詳

細
の
鐵
は
何
卒
ご
れ
を
ご
ら
ん
い
た
サ
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
廻
れ
に
よ
つ
て
私
が
現
在
考
え
て
お
り
ま
奪
事
は
近
代
日
本
藩
学
研

究
は
今
後
覗
圏
の
盛
大
を
要
求
さ
れ
て
い
る
事
、
研
究
方
藤
の
方
法
論

の
問
題
が
残
さ
簸
て
い
お
事
、
場
の
開
題
が
立
体
的
に
曰
え
ら
れ
て
い

る
事
等
で
す
。
い
す
れ
も
時
間
が
か
N
る
事
で
す
が
今
後
竜
努
力
精
進

し
て
僅
か
つ
つ
で
も
歩
ん
で
行
き
た
い
念
願
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
農
業
高
等
学
校
）

芭
蕉
と
佛
頂
と
の
友
好

内

其
角
の
堂
悶
い
た
芭
蕉
翁
終
焉
記
に

「
元
來
根
本
寺
佛
頂
和
術
に
嗣
法
し
て
、

野

告声
PN

㌃姪

寿

ひ
と
り
開
灘
の
法
師
と
よ
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